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Biodiversity is not only the result of evolutionary adaptation but also the optimized solution of “an 
epic combinatorial chemistry” for sustainability. Biomimetics is the paradigm shift based on biodi-
versity to innovation for sustainability. “Sub-cellular sized structures” those are nano-micro struc-
tures often observed on the surfaces of insects and plants possess characteristic functions. An inter-


























細毛が密集し表面積が大きいために、van der Waals 力が集積されることで接着力（構造接着）
が生じる。しかし、セミの翅のナノニップル構造は跗節の微細毛よりも小さいために、毛
先との実効接触面積は小さく van der Waals 力が有効に働かないため、低摩擦になると考え
られる。サブセルラーサイズ構造である配列したナノニップル構造は、無反射、撥水、定
摩擦を併せ持つ多機能性表面であることが明らかになった。以上の結果は、筆者が代表す
る科学研究費新学術領域「生物規範工学」における異分野連携によるものである。 
 
  
